
19 南島原市議会だより No.64

議案番号 件 名 議 決 年 月 日 議決の結果

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 令和４年３月17日 答申（適任）

請願第１号 後期高齢者の医療費窓口負担の２割化実施の中止を求める請願書 令和４年３月17日 採　　択

発議第１号 令和４年３月17日 原案可決

令和４年３月17日 決　　定

「後期高齢者の医療費窓口負担の２割化実施の中止を求める意見書」の提出について

閉会中における各委員会の継続調査申出について

令和４年 第１回定例会で意見が分かれた議案の採決
議 席 番 号 18171614121110９８７６５４３２１

議案番号

議案第22号 原 案 可 決
議案第23号 原 案 可 決
議案第24号 原 案 可 決

議決結果
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○：賛成　×：反対　議席番号13番・15番は欠員

賛
否
討
論

採
決
が
分
か
れ
た
議
案
の
う
ち
、

主
な
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

〔
反
対
①
〕
高
過
ぎ
る
国
保

税
の
軽
減
、
こ
ど
も
福
祉
医

療
費
の
現
物
給
付
や
国
保
均

等
割
額
半
額
補
助
な
ど
子
供

支
援
へ
の
取
組
。
ま
た
高
過

ぎ
る
介
護
保
険
や
、
補
聴
器

購
入
助
成
な
ど
の
高
齢
者
福

祉
へ
の
支
援
の
取
組
。
島
原

天
草
長
島
架
橋
３
県
架
橋
に

見
ら
れ
る
構
想
へ
の
執
着
。

こ
の
よ
う
な
マ
イ
ナ
ス
要
因

に
対
す
る
取
組
が
見
え
な

い
。
人
口
が
流
出
し
な
い
基

幹
産
業
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
活
用
す
る
よ
う
な
仕

事
を
援
助
す
る
よ
う
な
施
策

も
こ
れ
か
ら
必
要
だ
と
思

う
。
以
上
の
理
由
で
反
対
。

〔
賛
成
①
〕
今
回
の
予
算
は
、

骨
格
予
算
と
い
う
こ
と
で
、

確
実
に
必
要
な
も
の
を
さ
れ

て
、
特
に
自
転
車
歩
行
者
専

用
道
路
な
ん
か
は
途
中
で
と

ま
ら
な
い
よ
う
な
多
額
の
予

算
を
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る
。

今
回
の
骨
格
予
算
は
こ
れ
ま

で
に
な
い
よ
う
な
額
の
予
算

を
組
ん
で
あ
り
、
滞
り
な
く

で
き
る
よ
う
な
予
算
だ
と

思
っ
て
い
る
の
で
、
ぜ
ひ
通

し
て
い
き
た
い
と
思
い
賛
成
。

〔
反
対
②
〕
今
度
の
一
般
質

問
で
、
自
転
車
歩
行
者
専
用

道
路
の
安
全
面
に
対
す
る
議

員
の
質
疑
が
大
変
多
か
っ

た
。
や
っ
ぱ
り
、
も
う
一
度

考
え
直
す
べ
き
と
提
案
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
来
年

度
の
当
初
予
算
に
は
５
億
円

以
上
が
組
ん
で
あ
り
、
何
が

何
で
も
進
む
ん
だ
と
い
う
予

算
で
あ
る
。
市
民
の
意
見
、

市
民
の
命
を
し
っ
か
り
考
え

て
予
算
を
組
む
べ
き
。

〔
賛
成
②
〕
今
回
の
歳
出
予

算
の
中
に
は
、
義
務
的
経
費

の
予
算
が
計
上
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
農
林
水
産
業
の

活
性
化
に
向
け
た
予
算
、
教

育
関
係
に
対
す
る
予
算
、
こ

う
い
っ
た
予
算
が
組
み
込
ま

れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
継
続

事
業
に
し
て
も
、
住
民
の
皆

さ
ん
が
非
常
に
要
望
さ
れ
て

い
る
道
路
事
業
の
予
算
も
計

上
さ
れ
て
い
る
。
厳
し
い
中

に
あ
っ
て
も
、
住
民
の
要
望

に
応
え
て
い
く
と
い
う
予
算
が

見
え
て
い
る
の
で
賛
成
す
る
。

〔
反
対
③
〕
多
額
の
予
算
を
組

ん
で
い
る
自
転
車
歩
行
者
専

用
道
路
の
推
進
で
あ
る
が
、

本
当
な
ら
ば
も
っ
と
早
く
説

明
し
て
欲
し
か
っ
た
。ま
た
、

交
差
点
の
安
全
面
に
つ
い
て

は
、
隣
接
す
る
住
民
に
迷
惑

が
か
か
ら
な
い
よ
う
な
取
組

を
し
て
ほ
し
い
と
思
う
。
こ

の
自
転
車
歩
行
者
専
用
道
路

に
対
し
て
は
、
こ
れ
で
満
足

じ
ゃ
な
く
て
、
住
民
の
意
見

を
取
り
入
れ
て
進
め
て
ほ
し
い

と
い
う
こ
と
で
反
対
。

〔
反
対
〕
国
保
を
県
が
運
営

す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、

一
般
会
計
か
ら
の
繰
入
れ
が

で
き
な
い
と
い
う
、
市
側
の

こ
れ
ま
で
の
質
問
に
対
し
て

の
答
弁
で
あ
っ
た
。
消
費
税

は
、
福
祉
の
た
め
に
使
う
と

い
っ
て
、
制
度
が
で
き
て
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
保
会

計
が
非
常
に
高
く
な
っ
て
い

く
ば
か
り
で
あ
る
。
一
般
会

計
か
ら
国
保
会
計
へ
の
繰
入

れ
を
行
わ
な
い
こ
と
を
前
提

に
、
標
準
保
険
料
率
が
都
道

府
県
化
に
よ
っ
て
出
来
た
。

自
治
体
が
実
情
に
合
わ
せ
た

独
自
の
減
免
が
出
来
な
く

な
っ
て
、
保
険
料
の
大
き
な

値
上
が
り
に
な
っ
て
い
る
の

で
反
対
。

賛
成
討
論
な
し

〔
反
対
〕
こ
の
特
別
会
計
予

算
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
基
づ
い
て
組
ま
れ
た
予

算
で
あ
る
。
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
は
、
75
歳
以
上
の
日

本
国
民
は
、
全
て
条
件
な
し

に
、
強
制
的
に
加
入
さ
せ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、

医
療
費
が
高
い
。
ま
た
、
今

年
の
10
月
か
ら
後
期
高
齢
者

は
、
窓
口
負
担
が
引
上
げ
ら

れ
る
法
律
が
昨
年
国
会
で
制

定
さ
れ
、
後
期
高
齢
者
は
年

間
20
万
円
近
く
窓
口
で
支
払

わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

り
、
差
別
が
著
し
く
激
し
い

制
度
な
の
で
反
対
。

賛
成
討
論
な
し

【
議
案
第
22
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市一般
会
計
予
算

【
議
案
第
23
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市
国
民
健
康
保

険
事
業
特
別
会
計
予
算

【
議
案
第
24
号
】令
和
４
年

度
南
島
原
市
後
期
高
齢
者

医
療
特
別
会
計
予
算


